






























Analysis of Mat Print at the Bottom of Pottery from Shimo-yakebe Site :  






























































［Morse, 1879］。図版中に“the mat impression”として編物底の図が掲載されており，のちの訳本
で網代圧痕と訳された［モース，1983］。また，同様の英語表記は茨城県美浦村陸平貝塚の報告にお





























































































































　下宅部遺跡出土縄文土器の敷物圧痕の調査は，2011 年 5 月と 2012 年 6 月に計 5 日間行なった。下










　219 点の資料のうち敷物圧痕は 119 点にみられ，底部以外で編物圧痕が確認できた異形台付土器
内底面
（11）























4.5 ○△ □・ ◇◇ ◇
5.0 ●●・ ☆ ◇◇◇◇◇ ◇（注）
5.5 ●● ◇◇◇ ◇
6.0 ●●●●□ ・・ ◇◇◇◇◇◇ ◇◇
6.5 ●☆・ ●●・ ◇◇◇◇◇ ◇◇
7.0 ●●●△△□■・ ●◎□ ◇◇◇◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇（注２･ 壺１）
7.5 ●●●△□・・ ●・ ●（注） ◇◇◇◇◇◇ ◇
8.0 ●●●●●●△□□□・・・ ◇◇◇◇◇◇◇◇◇
8.5 ●●●△△□・・ □ ◇◇◇
9.0 ●●●●●●●△■・ □ ◇◇◇◇◇◇◇◇
9.5 ○●●●□□・・ ◇◇
10.0 ●●●●●● ●□・ ◇◇◇◇ ◇











































料を選択し，58 点のレプリカを作製した。内訳は，編物底 54 点，木葉底 2 点，不明圧痕 2 点であ
る。また，異形台付土器の内底面と土偶の足裏に残る圧痕 2 点についてもレプリカを作製した。下







































1 Ⅰ 流路1b 加曽利 B1 鉢 6.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 226
2 Ⅰ 流路1b 堀之内～加曽利 B2 深鉢 10.5 網代 （3･3･1） ― 227
3 Ⅰ 流路1 堀之内2 鉢 10.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 228
4 Ⅰ 流路1 縄文後期 深鉢 8.0 ござ目 ? ― ― 229 磨滅
5 Ⅰ 流路2 堀之内2 深鉢 11.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 230
6 Ⅰ 流路2 安行3a ～3d 深鉢 8.0 網代 （2･2･1） ― 231 半分磨滅
7 Ⅱ 流路1b 堀之内2～加曽利 B2 鉢 10.0 網代 ? （2･2･1） ― 232 端部ナデ消し
8 Ⅱ 流路2a・2b 加曽利 B1? 深鉢 12.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 233 やや磨滅
9 Ⅱ 流路2a・2b 加曽利 B1? 鉢 7.0 木目ござ目 （2･2･1） ― 234
10 Ⅱ 流路2a・2b 加曽利 B1～ B2 深鉢 8.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 235
11 Ⅱ 流路2a・2b 加曽利 B1～ B2 深鉢 10.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 236
12 Ⅱ 流路2a・2b 加曽利 B1～ B2 深鉢 8.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 237
13 Ⅱ 流路2b 加曽利 B1 鉢 7.0 網代 （2･2･1） ― 238 磨滅
14 Ⅱ 流路2b 縄文後期か晩期 土偶 ― 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり ? 239 山形土偶の足裏
15 Ⅱ 流路3a・3b 加曽利 B1～ B2 深鉢 10.5 ござ目 ? ― ― 240 磨滅
16 Ⅱ 流路3a・3b 加曽利 B1～ B2 深鉢 9.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 241
17 Ⅱ 流路3a・3b 加曽利 B1～ B2 深鉢 14.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 242
18 Ⅱ 流路3a・3b 加曽利 B1～ B2 深鉢 11.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 243
19 Ⅱ 流路3b 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 10.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 244 端部ナデ消し
20 Ⅱ 流路4・5 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 9.5 ござ目 （1･1･1） ― 245 半分ナデ消し
21 Ⅲ 北側支流1 曽谷 鉢 6.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 246
22 Ⅲ 北側支流2 曽谷 異形台付 ― 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 247 内底面
23 Ⅲ 流路3 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 10.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 248 端部ナデ消し
24 Ⅲ 流路3 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 9.5 網代 ? （2･2･1） ― 249
25 Ⅳ 5号焼土 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 8.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 250 磨滅
26 Ⅴ 流路2 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 8.0 網代 （2･2･1） ― 35
27 Ⅴ 流路2 後期 深鉢 10.5 飛びござ目 （2･2･〇） ― 36 パターン不規則
28 Ⅴ 流路2 後期 深鉢 9.0 飛びござ目 （2･2･〇） ― 252 パターン不規則
29 Ⅴ 流路2 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 9.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 253 一部ナデ消し
30 Ⅴ 流路2 後期～晩期 深鉢 6.0 網代 （2･2･1） ― 255 半分ナデ消し
31 Ⅴ 4号水場遺構 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 12.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 38
32 Ⅴ 4号水場遺構 堀之内～加曽利 B 深鉢 10.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 257 一部ナデ消し・やや磨滅
33 Ⅴ 流路3 堀之内～加曽利 B2 深鉢 9.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 39
34 Ⅴ 流路3 加曽利 B 深鉢 7.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 258 端部ナデ消し
35 Ⅴ 流路3 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 7.0 桝網代 ― ― 259
36 Ⅵ 3号水場遺構 加曽利 B1 注口 7.5 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 260
37 Ⅵ 流路1 後期 ? 深鉢 12.5 飛びござ目 （2･2･1）? 右下がり 261 磨滅
38 Ⅵ 流路1 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 9.0 桝網代 ― ― 262
39 Ⅵ 流路3 堀之内～加曽利 B2 深鉢 8.5 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 37 編組製品⇒木葉圧痕
40 Ⅵ 流路3 堀之内～加曽利 B2 深鉢 4.5 ござ目 （1･1･1） ― 263
41 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 深鉢 8.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 30
42 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 深鉢 7.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 31 端部ナデ消し
43 Ⅱ ― 堀之内2 深鉢 8.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 32 端部ナデ消し
44 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 深鉢 7.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 33
45 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 深鉢 7.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 34
46 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 深鉢 11.0 飛びござ目 ? （3･3･1）? ― 264
47 Ⅲ ― 後期～晩期 ? 深鉢 13.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 265
48 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 鉢 ? 9.0 網代 （2･2･1） ― 266 縁が段状になる
49 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 深鉢 9.0 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 267
50 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 深鉢 12.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 268
51 Ⅲ ― 後期～晩期 ? 深鉢 11.5 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 269
52 Ⅲ ― 後期～晩期 ? 深鉢 13.5 飛びござ目 （1･2･1）? 右下がり 270
53 Ⅲ ― 後期～晩期 ? 深鉢 6.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 271
54 Ⅲ ― 後期～晩期 ? 深鉢 13.0 飛びござ目 （1･2･1） 左下がり 272
55 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 鉢 ? 4.5 網代 （2･2･1） ― 273 一部波形 or 桝網代
56 Ⅱ ― 後期～晩期 ? 鉢 5.5 飛びござ目 （1･2･1） 右下がり 274
57 Ⅴ 流路1 加曽利 B1 鉢 5.0 木葉痕 ― ― 40 3枚以上
58 Ⅳ 9号トレンチ 後期 深鉢 6.5 木葉痕 ― ― 251 2枚
59 Ⅴ 流路2 堀之内2～加曽利 B2 深鉢 8.0 木片 ? ― ― 254

















1 飛びござ目 3.0 C 1.5–2.0（2.0） 0.6–1.0 C 0.5–1.5（1.0） 0.1–0.5 置き換え
2 網代 ― C/（c） 2.0–3.5（3.0） 0.1–0.5 C/（c） 2.0–4.0（3.5） 0.1–0.5
3 飛びござ目 1.5–2.5 C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5 C 1.0–2.0（1.5） 0.1–0.5
5 飛びござ目 1.5–2.0 C 1.5–2.0（1.5） 0.1–0.5 C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5
6 網代 ― C/b 4.0–4.5（4.0） 0.1–0.5 C/b 4.0–4.5（4.0） 0.1–0.5 タテ材・ヨコ材の分別不可
7 網代 ? ― C/（c） 3.5–7.0（3.5） 0.1–0.5 C 3.5–5.0（4.0） 0.1–0.5
8 飛びござ目 2.0–2.5 C 1.5–2.5（2.0） ― C 1.5–2.0（1.5） 0.1–0.5
9 木目ござ目 0.5–1.0 C 1.5–3.0（2.5） 0.1–0.5 C 1.0–2.0（1.5） 0.1–0.5
10 飛びござ目 2.0 C/c 1.5–2.0（2.0） ― C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5 置き換え
11 飛びござ目 1.0–1.5 C 1.0–2.5（1.5） 0.1–0.5 C 1.0–1.5（1.0） 0.1–0.5 置き換え
12 飛びござ目 5.0–7.0 C/b・c 2.5–4.0（3.0） 0.6–1.0 C/c 1.5–4.0（3.0） 0.6–1.0
13 網代 ― C 4.0（4.0） 0.1–0.5 C 4.0（4.0） 0.1–0.5 タテ材・ヨコ材の分別不可
14 飛びござ目 3.5 C 3.0（3.0） 0.6–1.0 C 1.0–1.5（1.5） 0.6–1.0 置き換え
15 ござ目 ? ― ― ― ― C 1.5–2.0（1.5） ―
16 飛びござ目 1.5–2.5 C/c 1.5–3.5（2.0） 0.1–0.5 C 2.0–2.5（2.0） 0.1–0.5 端部のタテ材が外れる
17 飛びござ目 2.5–3.0 C 2.0–2.5（2.5） 0.1–0.5 C 0.5–1.5（1.0） 0.1–0.5 置き換え
18 飛びござ目 1.0 C? 0.5–1.0（1.0） ― C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5
19 飛びござ目 1.5–2.0 C 1.0–1.5（1.5） ― C 1.0–2.0（1.5） 0.1–0.5
20 ござ目 6.0–7.0 C/b・c 3.0–5.0（4.5） 0.6–1.0 C 3.5–5.0（4.5） 0.6–1.0
21 飛びござ目 ― ― ― ― C 1.5–2.5（2.0） 0.6–1.0
22 飛びござ目 1.5–2.0 A 2.5（2.5） 0.6–1.0 A・C 2.0–2.5（2.0） 0.6–1.0
23 飛びござ目 ― ― ― ― C 1.0–2.0（1.0） 0.1–0.5
24 網代 ? ― A・C/c 2.0–2.5（2.0） 0.6–1.0 C 2.0–2.5（2.0） 0.1–0.5 タテ材1本外れる
26 網代 ― C・D/b・c 4.0–6.5（5.0） 0.1–0.5 C・D/b・c 5.5–7.0（5.0） 0.1–0.5
27 飛びござ目 2.5 C/b・c 3.5–5.0（3.5） 0.6–1.0 C/（c）・d–1 2.5–3.0（2.5） 0.6–1.0
28 飛びござ目 1.5–2.0 C/c 2.0–3.0（2.5） 0.6–1.0 C/c 1.5–2.5（2.0） 0.6–1.0
29 飛びござ目 2.5 A? 2.0–2.5（2.0） 0.6–1.0 C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5
30 網代 ― C 5.0–6.0（5.5） ― C 5.0–6.0（5.5） ― タテ材・ヨコ材分別不可
31 飛びござ目 2.5 A・C/c 2.0–6.0（3.5） 0.6–1.0 C 1.5–3.5（2.5） 0.6–1.0
32 飛びござ目 0.5 ― ― ― C 1.0–1.5（1.5） ―
33 飛びござ目 （3.0） C? 3.0–3.5? ― C 2.0–3.0（2.5） 0.6–1.0 置き換え
34 飛びござ目 1.5–2.0 C 1.5–2.0（2.0） ― C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5
35 桝網代 ― C 3.0–4.0（3.0） 0.1–0.5 C 3.5–4.0（4.0） 0.1–0.5 タテ材・ヨコ材分別不可
36 飛びござ目 1.5–3.0 C 1.5–2.0（1.5） 0.6–1.0 C 1.0–2.0（1.5） 0.1–0.5 置き換え
37 飛びござ目 2.5–3.0 C 1.5–2.0（2.0） ― C 2.0–3.0（2.5） 0.1–0.5 置き換え・イネ科圧痕
38 桝網代 ― C 2.5–3.0（2.5） 0.1–0.5 C/b・c 2.0–3.5（2.5） 0.1–0.5
39 飛びござ目 2.0–3.0 C 3.0–4.0（3.5） 0.6–1.0 C/d–1 1.0–1.5（1.0） 0.1–.0.5
40 ござ目 ― ― ― ― C 0.5–1.0（0.5） 0.1–0.5
41 飛びござ目 2.5 C 1.5–2.5（2.0） 0.6–1.0 C 1.0–2.0（1.5） 0.1–0.5
42 飛びござ目 4.5 C/c 2.5–4.0（2.5） 0.6–1.0 C/c 2.0–4.0（2.0） 0.1–0.5
43 飛びござ目 0.5 C 1.0–1.5（1.0） 0.1–0.5 C 0.5–1.0（1.0） 0.1–0.5
44 飛びござ目 ― C 2.5（2.5） 0.1–0.5 C 2.0–3.0（2.0） 0.1–0.5 置き換え
45 飛びござ目 3.5–4.0 C 2.5–3.5（2.5） 0.1–0.5 C 1.0–2.0（1.5） 0.1–0.5 置き換え
46 飛びござ目 ? ― C 2.0–3.0（2.5） 0.6–1.0 C 1.5–2.0（1.5） 0.6–1.0 置き換え
47 飛びござ目 2.0–2.5 C 1.0–2.0（1.5） 0.1–0.5 C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5 置き換え
48 網代 ― C 4.0・6.0 0.1–0.5 C 3.5・6.0 0.1–0.5 タテ材・ヨコ材の分別不可
49 飛びござ目 1.5–2.0 C 1.0–1.5（1.5） 0.6–1.0 C 1.5–2.0（1.5） 0.1–0.5
50 飛びござ目 1.5–2.5 C/c 1.5–2.0（1.5） 0.1–0.5 C 1.5–2.0（1.5） 0.1–0.5
51 飛びござ目 4.5–5.0 C/b 1.5–2.0（2.0） 0.6–1.0 C 1.5–2.5（2.0） 0.1–0.5 置き換え
52 飛びござ目 ― ― ― ― C/c 2.5–3.5（3.0） ― 崩れている
53 飛びござ目 ― ― ― ― C 1.5–2.0（1.5） 0.1–0.5 置き換え
54 飛びござ目 2.5–3.5 C 1.5–2.0（1.5） 0.1–0.5 C 1.0–1.5（1.5） 0.1–0.5 置き換え
55 網代 ― C 3.5–4.0（3.5） 0.1–0.5 C/c 2.0–3.5（3.0） 0.1–0.5















全体の 67.5%），次いで桝網代編みを含む広義の網代編みが 18 点（15.3%）であった。また，ござ目
編みの中でも，（1・2・右 1）の飛びござ目編みが 46 点（編物底全体の 39.3%）と最も多く，次いで










　木葉底は 2 例確認され，いずれも底径 5.0 cm の鉢形土器と 6.5 cm の深鉢形土器と，底径は小さ
めである。いずれも葉脈の状況から 2～3 枚以上の葉が敷かれていたか，あるいは 2 回以上の土器の
置き換えを行なったものと考えられる。いずれも，側脈の間隔が 1.0 cm と広い。また，飛びござ目

















ず，ござ目編みはタテ材・ヨコ材とも 8.0 mm を越える一群（仮にござ目Ⅰ群とする）とそれ以下
の一群（ござ目Ⅱ群）に大別でき，飛びござ目編みはござ目編みⅡ群の中でも幅が細い 1.5 mm～









ござ目（1・1・1） 2 1 3
79
飛びござ目（1・2・右1） 3 15 20 8 46
飛びござ目（1・2・左1） 8 1 5 14
飛びござ目（2・2・右1） 1 ？ 1 2
木目ござ目（2・2・1） 1 1
飛びござ目（3・3・1） 1 ？ 1
飛びござ目（不規則） 2 2
ござ目（詳細不明） 2 8 10




網代（3・3・1） 1 1 2
桝網代 2 2




不明 1 1 1
圧痕なし 55 45 100 100














4.0 mm 以下，網代編みは 4.0～6.0 mm の範囲にまとまった。編物底でのみ確認された木目ござ目編
みや桝網代も，それぞれござ目編みと網代編みの領域に分布した。
　編物底においては，比較的幅が広めでタテ材 2.5 mm 以上，ヨコ材 2.0 mm 以上になる資料（表
1–2：No. 12・14・20・22・27・28・31・33・46・56）は，その大半がタテ材・ヨコ材とも素材の厚
みが 0.6～1.0 mm と，同一技法の他の資料よりも素材が厚めの傾向にあることが明らかになった。
3–3．レプリカからの素材分析結果
　素材の断面・表面形状を図 4 に従い分類すると，いずれの技法においても，タテ材・ヨコ材は素
材形状 C としたテープ状を呈する素材が 80％以上を占め，ヨコ材では 90％以上であった。編組技
法別にみると，網代編みでは，素材形状 D が 1 点（No. 26）みられ，さらに，網代編みのタテ材，
およびござ目編みのタテ材・ヨコ材に素材形状 A が少量用いられていた。本遺跡での素材形状 A は
厚みが 1.0 mm 以下と薄いため，全円形ではなく，カマボコ状のような半円形であると考えられる。
本稿では仮に，この半円形の素材形状を A′としておく。なお，素材形状 B は本遺跡では使用され
ていない。
　次に，タテ材・ヨコ材の組み合わせでは，全体の傾向と相関して，素材形状 C 同士の組み合わせ
が最も多い。また，素材形状 D については上述した通り，No. 26 に限定される。素材形状 A につい
ても，A または A′同士が組み合うことはなく，素材形状 C に数本混ざって用いられていた。




みのヨコ材において，節状構造 d–1 が 2 例確認された。







　下宅部遺跡では 49 点の編組製品が出土しており，編組技法別にみると四つ目編みが 13 点，飛び



















































　SEM 観察においては，No. 12 において組織の一部が確認された。関東のタケ亜科として代表的な
アズマネザサ，および九州地方の縄文時代の編組製品に多用される木本植物のイヌビワの現生資料






















































































































（ 8 ） 杉山壽栄男の著書中に，坪井の分類図が引用さ
れている［杉山，1928］。
（ 9 ） すでに編物底として選別されていた資料であ
る。
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This paper is an analysis for woven prints at the bottom of Jomon pottery from Shimo-yakebe site. 
Large numbers of woven items has been founded in Shimo-yakebe site which is a rare site where woven 
items and woven print at the bottom of the pottery are founded to be of the same period. In this paper, 
impression method by replica is used to reconstruct the mat print which is compared with excavated 
woven item in order to give a general view on woven item’s features that has been adopted into pottery 
production.
As a result, the comparison on material width between mat print and woven items shows that the 
data obtained from mat print are most likely to concentrate on narrow area on the graph. From this, it is 
reflected that woven items that have narrow width with tight weave were selected and converted to be 
used in the pottery production. Material analysis of the replicas, using SEM which shows the common 
parts in structure, form and feature suggest that, like woven items, mat print was also originated from 
bamboo-woven items.
This study shows the importance of analysis both from mat print and excavated woven items. By 
examining the mat print, I suggest that there is a need to consider that there are some effects of selec-
tion by human which can be reflected in the process of pottery production.
Key words: Mat print, Print of woven items at the bottom of pottery, The impression method using 
replica, Material
Analysis of Mat Print at the Bottom of Pottery from Shimo-yakebe Site : 
Woven Items Used for Making Pottery
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